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2027年国際園芸博覧会の意義

花や緑との関わりを通じ、自然と共生した持続可能で幸福感が深まる社会の創造に寄与
博覧会の主役は、

自然資本、とりわけ様々な生命の基盤となる「植物」
植物との関わりや植物を資源として活用することで育まれてきた知恵・文化・技術・産業、
そしてこれらを支えるヒト（人財）

【本博覧会における取組の方向性と４つの柱】

Society5.0の展開

グリーンインフラの実装

花き園芸文化の振興等を通じた
農業・農村の活性化

観光立国や
地方創生の推進

SDGs目標年の３年前の博覧会として、SDGsを支える土台となる自然環境と密接不可分な分野
（水・衛生、気候変動、海洋資源、陸上資源）に係る取組を推進
2050年カーボンニュートラルの実現、気候危機への対応、生物多様性の保全・持続可能な利用など、
グリーン社会の実現に貢献するため2030年以降を見据えた多様な主体の新たな取組を共有

みどりの食料システム戦略等で導入を目指している
スマート農業やデジタルを活用した環境負荷低減技術等を提案

企業等の技術、グリーンインフラが実装された会場を展示の一つとして
「グリーンインフラで創る国際園芸博覧会」の実現に取り組む

花き園芸の優れた品種・先端技術や持続可能な農業に係る展示・コンペティションをはじめ、
多様な業種との連携により、新たな価値の創造に向けた産業創出・育成の進展に貢献

国内各地への回遊誘発の視点を持ち、各地の自然や花、歴史・文化、食といった観光資源と
連携・PRすることで、日本の風土を感じさせる特別な体験を訪日観光客等に提供 3





本博覧会で展開される取組（例）

先端技術等により快適性向上等を図り、
移動自体が楽しめる会場

植物で驚きや感動を与え、植物への興味・関心を促す展示

リアル（植物本来の美しさ・魅力）と
デジタル技術による演出が融合した展示

5



これまでの主な取組

2019年度 ９月 開催に必要となるAIPH（国際園芸家協会※）の承認を取得
※国際的に園芸生産者の利益を図り、園芸技術の向上を図るために設立された非営利団体

2021年度 ６月 開催に必要となるBIE（博覧会国際事務局※）への認定申請に向けた手続きを
開始 【閣議了解】
※国際博覧会に関する条約の適用を監督・確保するために設立された国際機関

構成員は条約締結国政府

３月 「令和九年に開催される国際園芸博覧会の準備及び運営のために必要な
特別措置に関する法律」（園芸博法）の公布・施行

2022年度 ４月 園芸博法に基づく博覧会協会（開催者）の指定
６月 BIEに対する認定申請 【閣議決定】
８月 国際園芸博覧会担当大臣の指定
11月 BIE総会における認定申請の承認（BIE認定）

→ 大阪・関西万博に続き我が国で７例目となる条約に基づく国際博覧会として
開催することが決定

１月 博覧会協会による基本計画の公表
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今後の検討の方向性

１．着実な会場整備の推進、会場への円滑なアクセスの確保
２．適切なセキュリティや安全安心の確保
３．円滑な運営に必要な取組の推進（税関・出入国管理・検疫（CIQ））
４．各国・国際機関に対する参加招請活動の展開
５．全国的な機運醸成や資金の調達の観点からの取組（ふるさと納税（企業・個人）、

寄附金付記念切手の発行等）
６．みどりのコンセプトに合致する集客性の高い施策（インバウンド観光促進等）との連携
７．大阪・関西万博との連携（機運醸成、ノウハウ・レガシーの継承）
８．国際的な大規模行事の機会を活用した情報発信 など

AIPHの承認及びBIEの認定を受けた国際博覧会として、万全の準備を進めるべく、博覧会協
会に対する助言・指導を適切に実施しつつ、以下の事項の方針について検討を進める。
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